
㊧
事
例
紹
介
㊧

三
年
目
を
迎
え
た
無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス小

原
　
芳
和

（
東
洋
学
園
大
学
事
務
部
長
）

特集・学内交通問題

二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境

　
東
洋
学
園
大
学
に
は
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
文
京
区
）
と

流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
千
葉
県
流
山
市
）
の
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ

る
。
東
京
ド
ー
ム
に
程
近
い
都
心
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
最
寄
り

に
本
郷
三
丁
目
、
水
道
橋
、
後
楽
園
等
の
駅
が
あ
り
、
交
通
事
情
の

面
で
も
大
変
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
る
。
現
在
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
平
成
一
九
年
三
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
、
新
校
舎
の
建
設
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
流
山
市
は
東
京
都
の
北
東
約
二

O
キ
ロ
に
あ
り
、
J
R
常
磐
線
や
武
蔵
野
線
を
利
用
す
れ
ば
、
千
葉
、

東
京
、
埼
玉
、
茨
城
か
ら
一
時
間
以
内
で
通
学
で
き
る
と
こ
ろ
に
位

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
七
年
八
月
か
ら
は
、
T
X
（
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
交
通
の
便
が

よ
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
最
寄
駅
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
交
通
の

便
は
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り
に
は
総
武
流
山
電
鉄
の
鰭
ケ
崎
駅
が

あ
り
、
徒
歩
で
一
〇
分
か
か
ら
な
い
が
、
同
線
は
常
磐
線
の
馬
橋

（
松
戸
市
）
と
流
山
（
流
山
市
）
を
結
ぶ
全
長
五
・
七
キ
ロ
足
ら
ず

の
ミ
ニ
私
鉄
で
、
最
寄
り
で
あ
る
割
に
利
用
者
は
少
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
武
蔵
野
線
（
甫
流
山
駅
）
と
常
磐
線
（
北
小
金
駅
）
の
両

33



特集・学内交通問題

駅
か
ら
本
学
へ
の
路
線
バ
ス
が
な
い
た
め
、
駅
か
ら
自
転
車
や
徒
歩

で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
学
生
が
多
く
、
ア
ク
セ
ス
面
に
不
満
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
本
学
で
は
こ
の
流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
三
年
前
か

ら
無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
利
用
の
再
編

　
従
来
、
本
学
で
は
流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
「
人
文
学
部
」
、
本
郷
キ

ャ
ン
パ
ス
は
「
現
代
経
営
学
部
」
と
、
学
部
別
に
異
な
る
キ
ャ
ン
パ

ス
で
授
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
一
八
年
度
入
学
生
か
ら
は
両
学
部
と

も
一
・
二
年
次
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
郊
外
の
流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

び
、
三
・
四
年
次
は
都
心
の
文
教
地
区
で
あ
る
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
ぶ
「
キ
ャ
ン
パ
ス
利
用
の
再
編
」
を
開
始
し
た
。
二
学
部
が
キ
ャ

ン
パ
ス
を
共
用
す
る
こ
と
で
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
双
方

の
学
生
が
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

大
学
と
し
て
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
今
年
度
は
、
人
文
学
部
と
現
代
経
営
学
部
の
一
年
生
が
流
山
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
び
始
め
た
。
一
九
年
度
に
は
両
学
部
と
も
一
・
二
年
は

流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
、
三
・
四
年
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
す
る
こ

と
に
な
る
。

満
足
度
向
上
の
た
め
に

　
本
学
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
た
第
一
の
目
的
は
、
学
生
サ
ー

ビ
ス
（
満
足
度
の
向
上
）
で
あ
る
。
本
学
で
は
継
続
的
に
「
学
生
生

活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
学
生
の
二
ー
ズ
を
把
握
し

て
対
応
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
は
、
平

成
一
五
年
度
に
実
施
し
た
「
学
生
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が

き
っ
か
け
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
本
学
で
は
流
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
備

に
関
し
て
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
希
望
が

三
八
・
八
％
と
高
か
っ
た
こ
と
と
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
整
っ
て

い
て
使
い
や
す
い
」
が
一
八
・
四
％
と
低
か
っ
た
こ
と
を
改
善
す
べ

き
課
題
と
受
け
止
め
た
。
早
速
、
P
C
教
室
の
環
境
の
充
実
と
と
も

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
が
検
討
さ
れ
、
一
六
年
度
か
ら
無
料
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
の
結
果
、
一
六
年
度
の
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
回
答
者
の
四
八
・
九
％
の
学
生
が
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
と
て

も
便
利
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
コ
ン
ピ
ユ
ー
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タ
ー
が
整
っ
て
い
て
使
い
や
す
い
」
と
回
答
し
た
学
生
も
四
四
・

八
％
と
、
学
生
の
本
学
に
対
す
る
満
足
度
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
受
験
生
を
含
む
外

部
の
方
の
印
象
の
向
上
で
あ
る
。
特
に
受
験
生
が
志
望
校
を
決
定
す

る
際
に
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
学
校
見
学
で
実
際
に
大
学

を
見
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
キ
ャ
ン
パ

特集・学内交通問題

　　　　　　表1　平日の運行時刻表

灘購繋灘轍発 鱗 撫灘難灘講

521難 1423 303フ4552
o葉 Ie 25 34445尋 ．灘 eo　O9 董833 4252

03黍220 29 3847 56 樋 e2難 2028 3746 55

灘1 04

15 3肇 3947 57 鍵 2339 4755
葦9 4凄 欝 0527 49

03 20374453 讐 1葉 284552
03 1§3855 』欝 o茎麟2746

05 14 22 3139 55 灘 e3葉322303947
1329 4毒 鱒 e321 52

0325 42 ・鵜 1壌33 50

05 20 趨 肇3

ス
ま
で
快
適
に
足
を
運
べ
る
こ
と
も
、
受
験
生
の
意
思
決
定
を
大
き

く
左
右
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
学
に
来
訪
さ
れ
る
方
は
誰
で
も
利
用

で
き
る
こ
と
と
し
た
。

　
受
験
生
に
対
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
な
い
が
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加
者
数
を
比
較

す
る
と
、
導
入
前
の
一
五
年
度
か
ら
一
六
年
度
で
二
五
％
増
加
し
て

い
る
。
参
加
者
数
に
は
様
々
な
要
素
が
影
響
し
て
い
る
が
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
も
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

運
行
の
形
態

　
本
学
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
T
X
と
武
蔵
野
線
の
南
流
山
駅
か
ら
流

山
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
の
約
一
・
八
キ
ロ
の
問
を
、
バ
ス
会
社
と
の
貸

切
契
約
と
い
う
形
で
運
行
し
て
い
る
。

　
運
行
日
は
、
原
則
と
し
て
学
事
日
程
で
授
業
の
あ
る
日
と
し
、
平

日
は
二
台
の
バ
ス
で
九
二
本
（
表
1
参
照
）
運
行
し
て
い
る
。

　
本
学
で
は
、
平
日
は
一
時
限
目
の
授
業
が
九
時
に
始
ま
る
。
そ
の

後
一
二
時
一
〇
分
～
一
三
時
ま
で
の
昼
休
み
を
挟
み
、
各
九
〇
分
の

授
業
を
一
七
時
五
〇
分
終
了
の
五
時
限
ま
で
行
っ
て
お
り
、
学
生
の

登
下
校
を
配
慮
し
た
時
刻
表
を
編
成
し
て
い
る
。
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土
曜
日
や
日
曜
・
祝
日
等
で
学
校
行
事
の
あ
る
と
き
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
臨
時
便
を
追
加
し
た
り
、
バ
ス
の
台
数
を
減
ら
し
た
り
し

て
別
の
時
刻
表
に
よ
っ
て
運
行
し
て
い
る
。
年
間
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
時
刻
表
は
ウ
ェ
ブ
（
鐸
夏
≧
≦
奎
受
α
q
む
＼
の
3
8
一
－
げ
島
＼
）
上

で
確
認
が
で
き
る
。

年
々
増
加
す
る
利
用
率

　
一
日
あ
た
り
の
バ
ス
の
延
べ
利
用
者
数
を
ま
と
め
た
の
が
「
ス
ク

ー
ル
バ
ス
利
用
者
数
」
の
表
2
で
、
縦
に
三
つ
並
ん
で
い
る
人
数
は

各
年
度
初
め
の
平
日
に
三
日
間
続
け
て
乗
車
数
を
調
査
し
た
一
日
の

利
用
者
数
の
平
均
値
で
あ
る
。
一
六
年
度
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用

し
た
学
生
は
登
下
校
時
と
も
約
二
五
％
だ
っ
た
。
乗
車
数
を
便
数
で

割
る
と
、
六
〇
人
乗
り
の
バ
ス
に
一
日
平
均
一
台
あ
た
り
七
～
八
名

の
利
用
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
七
年
度
に
な
る
と
、
学
生
数
は
一
二
％
増
だ
が
、
利
用
者
数
は

登
校
時
で
六
九
％
増
。
三
八
％
の
学
生
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
段
階
で
一
便
あ
た
り
の
乗
車
数
平
均
は
二
一
茗
と
な
っ
た
。

　
今
年
度
（
一
八
年
度
）
は
、
入
学
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
利
用
再
編
ス
タ
ー
ト
の
年
で
人
文
学
部
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
年
と
現
代
経
営
学
部
の
一
年
生
が
流
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た

数
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数
が
一
九

者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

用
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
名
と
な
り
　
前
年
度
比
二
〇
％
程
増

り苅
　
　
　
　
　
　
　
　
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ゆ

ぺ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
で
は
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

　外
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
六
〇
人
乗
り
の
中
型
貸
切
バ
ス
で
運

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
行
し
て
い
た
も
の
を
、
八
O
人
乗
り
の
大

2
　
　
　
　
　
　
　
　
型
バ
ス
に
変
更
し
て
輸
送
力
を
三
〇
％
以

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
強
化
し
た
。
し
か
し
、
授
業
が
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
一
時
限
目
の
登
校
時
に
は
学
生
が
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
山
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
長
蛇
の
列
を
な

す
状
況
と
な
っ
た
。
学
生
が
乗
ろ
う
と
し
て
い
た
バ
ス
に
乗
り
切
れ

ず
、
九
時
の
授
業
に
遅
刻
す
る
事
態
も
発
生
し
た
。
登
校
時
の
利
用

者
数
を
見
る
と
、
一
七
年
度
は
六
一
四
名
（
利
用
率
三
八
％
）
だ
っ

た
も
の
が
、
一
八
年
度
は
九
〇
四
名
（
同
四
七
％
）
と
大
幅
に
増
加

し
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
八
時
二
〇
分
か
ら
一
時
間
だ
け
大
型
の
臨
時
バ
ス
を

一
台
追
加
し
て
、
三
台
で
運
行
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
授
業
開
始

直
前
に
利
用
者
が
集
中
す
る
た
め
、
朝
は
混
雑
す
る
状
況
が
続
い
て

登校時 下校時 学生数

16年度 363名（25％） 362名（25％） 1429名

17年度 614名（38％） 558名（35％） 1606名

18年度 904名（47％） 715名（37％） 1916名
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お
り
、
バ
ス
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
苦
情
が
今
も
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
今
年
度
利
用
率
が
急
激
に
上
が
っ
た
背
景
に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

発
着
所
の
あ
る
南
流
山
駅
が
、
武
蔵
野
線
一
路
線
か
ら
同
線
と
T
X

の
二
路
線
と
な
っ
た
た
め
、
常
磐
線
の
駅
を
利
用
し
て
い
た
学
生
が

南
流
山
駅
に
移
っ
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
入
学
試
験
時
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
習
慣
を
自
然
に
身
に
つ

け
た
入
学
生
（
一
年
生
～
三
年
生
）
の
割
合
が
増
え
た
と
い
う
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
来
年
度
は
キ
ャ
ン
パ
ス
利
用
再
編
が
完
成
し
て
、
流
山
キ
ャ
ン
パ

ス
が
丁
二
年
次
、
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
三
・
四
年
次
と
な
り
、
両

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
数
が
ほ
ぼ
半
々
と
な
る
た
め
、
利
用
者
数
の
上

昇
は
一
段
落
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
駅
か
ら
流
山
キ
ャ
ン
パ

ス
ま
で
の
学
生
の
足
と
し
て
、
今
後
も
二
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
く
だ

ろ
う
。

　
最
近
は
、
大
学
周
辺
の
方
々
か
ら
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含

め
て
、
学
生
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
便
数
、
路
線
等
よ
り

使
い
や
す
い
運
行
形
態
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
本
学
の
学
生
で

あ
る
。
乗
車
待
ち
、
乗
降
時
、
車
内
の
マ
ナ
ー
は
、
学
外
の
方
々
に

と
っ
て
は
、
そ
の
ま
ま
本
学
の
評
価
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
も
教
育
の
場
の
延
長
と
し
て
、
学
生
の
マ
ナ
ー
向
上
、

啓
発
に
努
め
る
こ
と
は
、
教
育
機
関
と
し
て
当
然
の
責
務
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
れ
が
本
学
の
評
価
を
向
上
さ
せ
、
学
園
の
発
展
に
貢
献
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

37、

題問
今
後
の
課
題
等

通交内
　
　
利
用
率
の
急
激
な
上
昇
は
、
そ
れ
だ
け
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
必
要
と

学　
し
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
キ
ャ
ン

集特
パ
ス
利
用
再
編
に
よ
り
、
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
問
の
動
き
も
活
発
に


